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UNMISSにおける自衛隊の活動について



司令部要員の主要業務
○兵站幕僚： ＵＮＭＩＳＳ軍事部門司令部において軍事部門の兵站全般の需要に関するＵＮＭＩＳＳ部内の調整
○情報幕僚： ＵＮＭＩＳＳ統合ミッション分析センター(ＪＭＡＣ)においてデータベース管理
○施設幕僚： ＵＮＭＩＳＳミッション支援部において施設業務に関する企画及び調整
○航空運用幕僚：ＵＮＭＩＳＳミッション支援部において航空運用に関する情報収集及び調整

スーダン

中央アフリカ

ウガンダ

ケニア

アビエ地域及び
安全非武装化国境地域

ＵＮＩＳＦＡ

ダルフール地方
ＵＮＡＭＩＤ

コンゴ民主共和国

ＵＮＭＩＳＳの任務

①文民保護
②人権状況の監視及び調査
③人道支援実施の環境作り
④敵対行為の停止等に関する合意の実施支援

中央エクアトリア州

ＵＮＭＩＳＳ
活動地域※

※UNMISSの活動地域にUNISFAの活動地域は含まれない。

国連南スーダン共和国ミッション（南スーダンＰＫＯ）の活動

エチオピア

ジュバ

首都 ジュバ （ＵＮＭＩＳＳ司令部所在）

司令部要員 ４名

施設部隊（７次要員） 約３５０名

ウガンダ（※必要に応じケニアに配置）

対外調整班ウガンダ組 約１０名

部隊等派遣の経緯等

平２３．７．９ 南スーダン共和国独立に伴い、ＵＮＭＩＳＳ設立

平２３．１１．１５ 実施計画（司令部要員）の閣議決定

平２３．１１月、平２４．２月 第１次司令部要員派遣

平２３．１２．２０ 実施計画変更（施設部隊等派遣）の閣議決定

平２４．１月～３月 施設部隊等第１次要員を順次派遣

平２４．５月、６月 施設部隊等第２次要員を順次派遣

平２４．５月、７月 第２次司令部要員派遣

平２４．１１月、１２月 施設部隊等第３次要員を順次派遣

平２４．１２月、平２５．１月 第３次司令部要員派遣

平２５．５月、６月 施設部隊等第４次要員を順次派遣

平２５．５．２８ 派遣施設隊の活動地域拡大に関する自衛隊行動命令
発出

平２５．７．１３ 第４次司令部要員派遣

平２５．１０．１５ 実施計画変更（人員増加等）の閣議決定

平２５.１１月、１２月 施設部隊等第５次要員を順次派遣

平２６．１．４ 第５次司令部要員派遣

平２６ ．５．１３ 派遣施設隊の編成変更に関する自衛隊行動命令発令

平２６. ５月、６月 施設部隊等第６次要員を順次派遣

平２６．６．２８ 第６次司令部要員（情報及び施設幕僚）派遣

平２６．１０．２１ 実施計画変更（司令部要員追加派遣等の閣議決定）

平２６. １１月、１２月 施設部隊等第７次要員を順次派遣

平２７．１ 第６次司令部要員（兵站及び航空運用幕僚）派遣

今後の活動に関する日程

平２７．５．３０ 国連マンデート期限

平２７．８．３１ 実施計画期限 １



中央即応集団

統幕長

自衛艦隊 航空支援集団
UNMISS

: 施設隊の活動業務のオーダー

：自衛隊の指揮系統（各自衛隊の協同）

南スーダンＰＫＯ派遣部隊の編成（第７次要員）

防衛大臣

約３５０名

１次要員：ＣＲＦ基幹（一部北部方面隊）
２次要員：北部方面隊基幹
３次要員：東北方面隊基幹
４次要員：西部方面隊基幹
５次要員：中部方面隊基幹
６次要員：北部方面隊基幹
７次要員：東北方面隊基幹

南スーダン派遣施設隊

主要な武器

９mm拳銃 ８９式小銃
５．５６mm機関銃

MINIMI

派遣部隊指揮官（１佐）

隊本部 本部付隊 第１施設小隊 警備小隊施設器材小隊

大型重機主体の
部隊（※） マンパワー主体の部隊

主要な施設器材及び車両 計約１８０両

軽装甲機動車油圧ショベル バケットローダ（※）グレーダ（※）ドーザ

対外調整班 警務班第２施設小隊

派遣国代表（派遣施設隊長）

２



自衛隊施設部隊の活動内容の変遷

2012～2013 2014～

幹線道路の整備（ジュバ－
イエイ線）2012.10～

ジュバ大学の敷地造成
2013.1～2013.3

コミュニティ道路の整備
（ODA連携）
2013.1～2013.11

国造り

避難民への医療活動

避難民用衛生設備（トイレ）の設置

避難民への給水活動

避難民支援活動
(国連施設内）

避難民保護区域の敷地造成

2014.1～2014.5

市内幹線道路の補修

2014.7～

人道支援実施の環境作り
・文民保護支援

（国連施設内／外）

避難民保護区域の警備用

外周道整備 2014.6～2014.8

国営放送局の側溝整備
(同局ではJICAがODA事業で人
材育成支援を実施） 2015.2

他国部隊用コンテナの

設置 2014.8～

ジュバ空港の誘導路排水整備
2014.7～2014.10

最近の活動

治
安
情
勢
の
悪
化

旧マンデート（国造り） 現マンデート（文民保護）

３



地図

トンピン地区
（日本隊宿営地所在）

ＵＮハウス
（ＵＮＭＩＳＳ司令部）

車で３０分程度（約６．５ｋｍ）

ジュバ（首都）

中央エクアトリア州

東エクアトリア州

西エクアトリア州

ジョングレイ州

上ナイル州

ユニティ州
北バハル・エル・
ガザール州

ワラップ州

レイク州

西バハル・エル・
ガザール州

４



ＯＤＡとの連携について

浄水場内老朽化施設の解体：ジュバ市浄水場に存在していた老朽施設を解体。ＵＮＭＩＳＳ日本隊として、ＵＮＭＩＳＳと調整の上、国際
協力機構（ＪＩＣＡ）が行うジュバ市浄水場能力強化のためのプロジェクトと連携し、政府開発援助（ＯＤＡ）と連携した初の案件。

ナバリ地区コミュニティ道路整備：草の根無償資金協力によって調達された資材を使用し、コミュニティのための生活道路及び排水の
ための側溝を整備。また、事前作業として活動現場の清掃作業を地元住民と協力して実施。作業に当たっては、政府雇用の現地作
業員による排水溝の石積を実施。

作業前（左）と、作業後の様子（右）。
活動地域における地元住民との清掃作業
（左）と、道路整備作業の様子（右）。

ＯＤＡとの連携の例

ジュバ市浄水場内老朽施設の解体
(H24.10(2次要員)、H25.7(4次要員))

ナバリ地区コミュニティ道路整備(H25.1-11(3次要員～4次要員))

路面浸食の状況（上左）と、降雨時の冠水状
況（上右）。整備後（下）。 ５

○国際平和協力活動に効率的・効果的に対応するため、南スーダンにおける自衛隊施設部隊の活動に当たっても、ＯＤＡや

ＮＧＯ等との連携を重視し、オール・ジャパンとしての連携活動を実施。

（なお、Ｈ２５年１２月の治安情勢の悪化を受け、ＪＩＣＡ事務所が国外退避していたため連携活動は一時中断していたが、昨年１１月のＪＩ

ＣＡ復帰以降、連携再開を模索中。Ｈ２７年２月には、ＪＩＣＡが長年、人材育成支援を実施してきた南スーダン国営放送局の敷地造成を施設

隊が実施している。）



国際機関及び他国派遣部隊等との連携について

自衛隊がジュバ市内の国連世界食糧計画
（ＷＦＰ）敷地内の道路及び駐車場の整備を
実施。

ＵＮＩＣＥＦ主催の現地小学生を対象とした横断歩
道の塗装イベントに対して、豪軍、インド軍要員と
連携して参加し、小学生への指導を共同で実施。

国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）帰還民の
一時収容施設建設のため、自衛隊が敷地造成及
び簡易木造施設の建設を実施。

国連機関との連携の例

横断歩道舗装プロジェクト（民生協力活動）ＷＦＰ敷地内道路等整備作業 ＵＮＨＣＲ帰還民一時収容施設の敷地造成

ジュバ大学新キャンパスモニタリング作業

ＵＮＤＰ事業で新キャンパスを建設するにあた
り、豪軍要員とともに、自衛隊（装備施設本部
の技官）が施行状況のモニタリング（施行管
理）を実施。

他国部隊等との連携の例

ルワンダ航空部隊居住コンテナ構築支援を実施。

ルワンダ隊へのコンテナ構築支援

インド歩兵部隊と連携し、ジュバ市孤児院にお
いてグラウンド整備を実施。

ジュバ市孤児院グラウンド整備

６



ジュバ

マラカル

ワウ

ボル

ベンティウ

ケニア
歩兵部隊

インド
歩兵・医療部隊

工兵中隊

バングラデシュ
工兵中隊日本

（約３５０人）

施設隊

カンボジア
医療部隊・ＭＰ

ネパール
歩兵部隊

Renk

Melut

Nasser

Akobo

Pibor

Torit

Tambura

Raga Aweil

中国
医療部隊

工兵中隊

Rumbek

Yambio

ルワンダ
歩兵・航空部隊

モンゴル
歩兵部隊

韓国
工兵中隊

（国連の統計資料（平成２７年２月現在）

Pariang

Yuai

Gumuruk

ガーナ
歩兵部隊

ＵＮＭＩＳＳの状況（部隊展開状況）

エチオピア
歩兵部隊

スリランカ
医療部隊

７



国際平和協力活動に使用される施設器材等

＜中型ドーザ＞
○諸元
・全 長 ５，４３０～ ６，４５０㎜
・全 幅 ３，９７０～ ４，１７０㎜
・全 高 ２，９９５～ ３，１８５㎜
・全 備 重 量 １，６１０～１，７２０ｋｇ

＜油圧ショベル＞
○諸元

・全 長 ９，３５０～ ９，４９０㎜
・全 幅 ２，８１０～ ２，９９０㎜
・全 高 ３，０５０～ ３，０７０㎜
・車両総重量 ２０，０００ｋｇ

＜グレーダ＞
○諸元
・全 長 ７，８９０㎜ 全 幅 ２，３８０㎜
・全 高 ３，５２０㎜
・車両総重量 １２，０６０ｋｇ

＜バケットローダ＞
○諸元
・全 長 ７，０４５～ ７，１６０㎜
・全 幅 ２，４５０㎜
・全 高 ４，８５５～４，９５５㎜
・車両総重量 １０，４２０～１０，８１０ｋｇ

＜浄水セット、逆浸透型＞
○諸元
・浄 水 量 ３．５ ｔ／ｈ （７０ ｔ／日）
・貯水能力 １０ ｔ

自衛隊装備年鑑2009ｰ2010（朝雲出版社）より
８」


